
１．麦・大豆の生産性向上・生産強化に向けた方針

揖斐郡産地
麦・大豆産地生産性向上計画

　揖斐郡は、全耕地面積(R2年 3890ha)に対して主食米の作付割合が約3割(R2年 1319ha)を占める水田地
域である。
　近年、主食用米の国内需要が減少する中で、将来を見据え、飼料用米等の生産拡大、野菜等高収益作物
の導入等と併せて、麦・大豆の生産を拡大する必要がある。
　麦・大豆の生産にあたっては、担い手として、更なる面積集積及び団地化を図り、効率的で安定した生産を
行うことで生産性の高い麦・大豆産地づくりを推進していく。
　また、実需者ニーズに応えるための低コスト生産等の取組を行い、各町と協力し、給食センター等に対し、
地場産活用を呼びかけ、需要の創出・拡大にも積極的に取り組む。
　現在、揖斐郡においては、水田収益力強化ビジョンにより水田活用の推進に取組んでいるが、本計画に
沿って、麦・大豆生産性向上・生産拡大に係る取組をより具体化するとともに関係者の連携を強化し、農業
の更なる活性化を図っていく。

（別添２）
No. 2

策定年月 令和３年４月

見直し年月 令和４年１１月

（作成主体：有限会社サポートいび）



２．麦・大豆生産の現状と課題
（１）需要に応じた生産の現状と課題

（２）生産における現状と課題

・麦については、本地域で生産している小麦イワイノダイチは全量(R2年、200トン)が全農岐阜に卸されているが、実
需者から求められる品質を満たしておらず、生産量及び品質の安定化を求められている。大麦のさやかぜ(R2年、
218トン)についても全量が全農に卸されており、要望される品質を満たすための対策が必要である。
・大豆(R2年、69トン)については、全量が全農岐阜に卸されているが、近年、作柄の不安定さにより安定供給が達成
できておらず、供給を安定させる必要がある。

・作付面積は麦・大豆ともに増加傾向で推移しているが、大豆の単収は長期的に低下傾向となっている。
・単収低下の原因として、悪天候による作業の遅れ等が考えられ、収量を向上・安定化させるためには、排水対策の
実施が課題となっている。また、麦については、要望される品質確保が課題となっている。
・さらに、近年は、農地集約が進んで作業面積が拡大したことによる適期作業の逸失等も単収低下の要因と考えられ
る。このため、スマート農業の導入や作付の団地化等による作業の効率化が必要だが、団地化率は上昇しておら
ず、改善が課題となっている。



（３）実績（※丸めにより合計値が一致しない場合がある。）

①　生産量

※　田畑計の数値を記載している場合は、括弧内に田の面積を記載すること。

※　必要に応じて適宜行を追加・削除すること。作付していない作物がある場合は空欄で良い。

※　計画策定時に数値が把握できる直近３年の実績を記載する。麦と大豆で年産が異なっても良い。

※　年産は必要に応じて適宜書き換えて使用すること。

※ 麦は必ず品種毎に整理すること。（大豆は品種ごとの記載が困難な場合は、一括の記載が可能）

単収の推移（kg/10a） 生産量（ｔ）

平成３０年産 令和元年産 令和２年産（現状） 平成３０年産 令和元年産

58 21814313568

令和元年産 令和２年産（現状） 平成３０年産 令和元年産 令和２年産（現状）

大豆

87

作物名
単収の推移（kg/10a） 生産量（ｔ）

平成３０年産 令和元年産 令和２年産（現状） 平成３０年産

69

令和２年産（現状） 平成３０年産 令和元年産 令和２年産（現状）

小麦

大麦 さやかぜ

作物名 品種名
作付面積の推移(ha)

イワイノダイチ 64 252

245

68 76 11490 132

227

250

271238 249 317

200

418

312 127125

260

322

フクユタカ 85

109

54

55

作物計※

品種名
作付面積の推移(ha)

101

109 132

51

69132 6887 101 9085 114作物計 76



②　団地化

団地化面積(ha) 団地化率（％） 団地化面積(ha) 団地化率（％） 団地化面積(ha) 団地化率（％）

※　原則田の数値を記載するが、畑を含んでいる場合は、田の数値を括弧書きで記載すること。

※　必要に応じて適宜行を追加・削除すること。作付していない作物がある場合は空欄で良い。

※　団地化率は、団地化面積が当該品目の作付面積に占める割合を指す。現状数値以外は把握できる範囲の記載で良い。

※　品種毎の記載が困難な場合は、麦全体及び大豆全体の数値のみの記載で良い。

③　団地化率の計算に用いる団地の基準・考え方

※　都道府県の団地基準面積値を使用している場合は、その旨記載すること。
※　都道府県の団地基準面積値と異なる場合は、必ず記載すること。

岐阜県においては、「団地」は４ha以上の、同一作物が作付されており、一連の農作業に支障が生じない２筆以上の
隣接する農地としており、当該地域においても同様とする。

作物名 品種名
団地化率（％）

令和元年産 令和2年産(現状）

団地化率（％）

作物名 品種名

作物計

大麦 さやかぜ

26.3%
小麦

イワイノダイチ

団地化面積(ha) 団地化率（％） 団地化面積(ha)

15.6%10.6-

備考

備考

-

平成３０年産

作物計

大豆

フクユタカ

-

団地化面積(ha)

- --

16.9

-

-

-

- -

令和２年産(現状）

- 27.5 20.8%

5.8%-

平成３０年産 令和元年産

5.8 5.8%

- 5.8

- - - -



３．課題解決に向けた取組方針・計画

（１）取組方針

※　①需要に応じた生産と販売の実現、②団地化の推進については必ず記載する。③以降は産地の実態に即して記載する。

① 需要に応じた生産と販売の実現
　　麦については、適期作業を遵守し、需要者からの要望に応える高品質な麦を安定的に生産する。大豆については、
団地化を進める等、生産効率向上・適期作業遵守を図り、生産量を増やし、また県と連携していく。
② 団地化の推進
　人・農地プランや農地中間管理事業による農地の集積の推進と連携しつつ、認定農業者同士で農地の入れ替えを中
心に麦・大豆の団地化に向けた話し合いを実施し、土壌・排水条件・作業の効率化等に配慮した団地化に向けた計画
を産地において作成する。また、団地化を推進することで作付け面積を拡大し3つの作業を同時に作業をする播種技術
で作業の効率化を図る。
③麦の生産性向上
　分肥型の面積を増やし適期追肥で生産量を確保する。刈取り期は田植等農繁期でもあり、梅雨時期も重なることか
ら刈取り期間が限られるため、コンバインを増車して短期間で刈取りを行える体制を整備する。
④ 排水改良
　排水の改善に向けては、関連事業を活用し、弾丸暗渠の導入面積を増やし、対策していく。
⑤新たな需要の拡大
　地域の給食センター等に対し、地場産活用の働き掛け等を行う。



（２）計画（※丸めにより合計値が一致しない場合がある。）

①　生産量

※　田畑計の数値を記載している場合は、括弧内に田の面積を記載すること。

※　必要に応じて適宜行を追加・削除すること。

※ 麦は必ず品種毎に整理すること。（大豆は品種ごとの記載が困難な場合は、一括の記載が可能）

※　現状値は、計画策定時に数値が把握できる直近の年産を記載する。麦と大豆で年産が異なっても問題ない。

※　目標年は計画策定年から５年後に生産（麦においては播種）する年産とする。麦と大豆で年産が異なっても問題ない。

※　災害等により、現状値として直近年を用いることが適当でない場合は、現状値を７中５とすることが出来る。その場合備考欄に明記すること。

(231)
0

大麦

さやかぜ 68 323 218

令和２年産（現状） 令和９年産（目標）

（71）
0

(325)
0

備考

小麦
イワイノダイチ

備考

68

（―）
カシマゴール

作物名 品種名
面積（ｈａ） 単収(kg/10a) 生産量（ｔ）

64

作物計

大豆

フクユタカ 101

作物計

面積（ｈａ） 単収(kg/10a) 生産量（ｔ）

132

312

317

200

419

22771 320

142 323 458

(―）
71

(―）
325

（―）
231

15469 110 140

154101 68 69

作物名
令和２年産（現状） 令和８年産（目標）

面積（ｈａ） 単収(kg/10a) 生産量（ｔ） 面積（ｈａ） 単収(kg/10a) 生産量（ｔ）
品種名

110 140



②　団地化

※　原則田の数値を記載するが、畑を含んでいる場合は、田の数値を括弧書きで記載すること。
※　必要に応じて適宜行を追加・削除すること。
※　現状値については、原則、大豆は令和元年または２年産、麦は令和２年産または3年産の数値を記載すること。
※　目標年は計画策定年から５年後に生産（麦においては播種）する年産とする。麦と大豆で年産が異なっても問題ない。
※ 麦は必ず品種毎に整理すること。（大豆は品種ごとの記載が困難な場合は、一括の記載が可能）
※　団地化率は、団地化面積が当該品目(作物)の作付面積に占める割合を指す。
※　品種毎の記載が困難な場合は、麦全体及び大豆全体の数値のみの記載で良い。

さやかぜ 10.6 15.6%
（28.9）

0
（40.7％）

0
大麦

品種名

フクユタカ

作物名
備考

48.4 34.1%

大豆

備考

作物計 20.8%

イワイノダイチ 16.9

（―）
カシマゴール

（―）
28.9

（―）
40.7％

作物名 品種名

作物計

令和２年産（現状） 令和９年産（目標）

団地化面積(ha) 団地化率（％） 団地化面積(ha) 団地化率（％）

小麦

5.8 5.8% 15.0 13.6%

27.5

令和２年産（現状） 令和８年産（目標）

団地化面積(ha) 団地化率（％）

5.8 5.8% 15.0 13.6%

団地化面積(ha) 団地化率（％）

26.3% 19.5 27.5%



４．推進体制及び役割

生
産
者

計画実

行

助言等

産地

JAいび川

技術指導

池田町・揖斐川町・大野

町 農業委員会

農地集積

池田町協議会

進捗確認

池田町・揖斐川町・大野

町

計画策定

産地計画に基づいた推進



５．他計画・プラン等との連携

作成年
1 R3
2 R3
3 R3

具体的連携内容

６．活用予定の事業

関連

○

※別紙第６の事業に該当する場合は、「○」を記載すること。その他の事業を活用する場合は「-」。
※備考欄には、活用する時期や具体的な取組内容を記載すること。

　本計画の実施に当たっては、県の「農業再生協議会水田収益力強化ビジョン」に基づく作付け転換の推進との
整合を図るとともに、毎年作成する地域の農業再生協議会水田収益力強化ビジョンとの整合を図る。
　特に、産地で作成する人・農地プランとの連携を図り、集積した農地を効果的に活用できるよう団地化を推進
する。

事業名
水田麦・大豆生産性向上事業

備考
営農技術導入・機械整備を図り、麦・大豆の生産性向上を図る。

池田町・揖斐川町・大野町　人・農地プラン

備考連携する計画・プラン等名称
農業再生協議会水田収益力強化ビジョン
水田リノベーション産地・需要協働プラン


